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事をよくご存知です。共通の話題が多くて、い

つの間にか二人は本当に友達のようになりまし

た。Ａ様は17歳の時に日本に来たそうです。話

をしながら、Ａ様は引き出しの中から古いアル

バムを出しました。私を近くに呼んで、見せて

くれました。「これはね、私の17歳の写真だよ。」

高校の卒業写真には、17歳のＡ様は優しい笑顔

で写っています。とても可愛いです。私はアル

バムを見ながら、中に挟んでいるしおりを発見

しました。かなりの年代の物なので、ほぼ壊れ

そうです。少し残念に思います。ちょうど私は

中国から中国風のしおりを持ってきました。そ

の夜に一枚のしおりに、「おばあちゃん、毎日、

愉快に楽しく過ごせますように」と書いてＡ様

にあげました。彼女はしおりを見てその言葉を

口にしました。そして、顔が上がった瞬間、私

は彼女の目に涙が見えました。私も初めてこん

な状況に遭ったので、慌ててＡ様を慰めまし

た。「Ａさん、遠慮しないでくださいね。私は

１人で日本に仕事に来ました。日本人の友達が

まだいなくて、日本語も苦手です。良かったら、

日本語を教えていただけませんか。」Ａ様は涙

を拭って、「うん、ありがとう。」と言いました。

　Ａ様の涙と優しさに感激しました。中国人で

あれ、台湾人であれ、30歳であれ、93歳であれ、

人と人の愛情は変わりません。ずっと暖かいで

す。一人で来日、ホームシックになった時もあ

りますが、幸い、Ａ様のような真心で接してく

れる利用者様がいます。Ａ様は私のことがただ

の介護員だと思われるかもしれませんが、Ａ様

が私の初めての日本の友達になりました。これ

からも、友達と他の利用者様にもっともっと良

いサービスを提供して、毎日笑顔で過ごします

よう頑張ります。

　日本に来て、知らず知らずのうちにもう ３ヶ

月過ぎました。故郷を離れて、友達もなく、少

し寂しい感じがあります。でも、職場の同僚や

利用者様たちがとても優しいので、ホームシッ

クを追い払えました。

　介護の仕事が忙しいですが、少しの時間が

あったら、私は必ず利用者様の隣に行って、彼

らとお喋りをします。「今日のお天気はどうで

すか。」「あなたの故郷はどこですか。」等々。

私が知らない町の名前がよく出てきます。「す

みません、メモ帳にメモをして、帰ったら調べ

ます。すぐにわかると思いますよ。」といつも

こう答えます。

　ある日、台湾出身のＡ様に出会いました。

「あっ、台湾！嬉しいです。」やっと私が知って

いる都市が現れました。93歳のＡ様も目に光が

見えるようになって、「台湾の高雄です！」と

言いました。「台湾のドラマによく出て来ます

ね。」「あなた、高雄知っているの？本当に？よ

かった！…」その後、私は中国大陸から来たこ

と、山東省出身のこと、技能実習生のことなど

何回も喋って、だんだんＡ様も心を開いてくれ

るようになりました。さすが台湾出身！中国の
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友達ができました


